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No.

●
２
月

17
日
　
北
海
道
深
川
市
議
会
議
員
来
市

20
日
　
議
会
全
員
協
議
会

24
日
　
議
会
運
営
委
員
会

●
３
月

２
日
　
３
月
定
例
会
本
会
議
（
初
日
）
・

　
　
　
議
会
全
員
協
議
会
・
議
会
運
営
委

　
　
　
員
会

３
日
　
３
月
定
例
会
本
会
議
（
第
２
日
）

　
　
　
・
議
会
全
員
協
議
会

５
日
　
教
育
福
祉
常
任
委
員
会

８
日
　
経
済
建
設
常
任
委
員
会

９
日
　
総
務
常
任
委
員
会

15
日
　
基
地
対
策
特
別
委
員
会

17
日
　
３
月
定
例
会
本
会
議
（
第
３
日
）

　
　
　
・
議
会
運
営
委
員
会

18
日
　
３
月
定
例
会
本
会
議
（
第
４
日
）

22
日
　
３
月
定
例
会
本
会
議
（
最
終
日
）

　
　
　
・
議
会
全
員
協
議
会
・
議
会
報
編

　
　
　
集
委
員
会

●
４
月

20
日
　
議
会
全
員
協
議
会

28
日
　
議
会
報
編
集
委
員
会

●
５
月

７
日
　
議
会
運
営
委
員
会

12
日
　
議
会
運
営
委
員
会

14
日
　
５
月
臨
時
会
・
議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
・
常
任
委
員
会
・
特
別
委
員
会
・

　
　
　
議
会
全
員
協
議
会

　
三
月
定
例
会
に
市
長
は
、
平
成
十
六
年

度
一
般
会
計
予
算
二
百
五
十
三
億
九
千
万

円
を
柱
に
、
六
会
計
予
算
総
額
四
百
十
九

億
七
千
万
円
を
提
案
し
、
併
せ
て
新
年
度

の
施
政
方
針
を
述
べ
ま
し
た
。

　
そ
の
中
で
市
長
は
、
輝
か
し
い
未
来
を

見
据
え
、
直
面
す
る
困
難
な
課
題
に
真
正

面
か
ら
立
ち
向
か
う
と
と
も
に
、
行
財
政

シ
ス
テ
ム
改
革
を
推
進
し
、
市
民
生
活
の

安
定
と
向
上
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
く
。

本
市
の
財
政
状
況
は
、
市
政
運
営
の
根
幹

を
な
す
市
税
収
入
の
う
ち
個
人
市
民
税
に

大
幅
な
落
ち
込
み
が
見
込
ま
れ
る
な
ど
厳

し
い
状
況
で
は
あ
る
が
、
全
組
織
を
挙
げ

て
創
意
工
夫
を
凝
ら
し
、
ス
ク
ラ
ッ
プ
・

ア
ン
ド
・
ビ
ル
ド
に
取
り
組
む
な
ど
、
財

政
の
効
率
化
や
経
費
削
減
に
努
め
る
一
方
、

「
緑
と
文
化
が
薫
る
ふ
れ
あ
い
の
ま
ち
　

あ
や
せ
」
の
実
現
と
八
万
二
千
余
の
市
民

が
幸
せ
と
豊
か
さ
を
実
感
で
き
る
ま
ち
づ

く
り
を
推
進
す
る
と
し
、
前
年
度
比
二
十

三
億
九
千
万
円
の
増
、
伸
び
率
六
・
〇
％

の
積
極
型
予
算
を
編
成
し
ま
し
た
。

　
主
な
施
策
と
し
て
は
、（
仮
称
）
北
部
地

域
公
園
と
至
福
の
散
歩
道
の
全
線
完
成
に

向
け
た
整
備
。
高
齢
者
が
安
心
し
て
生
活

で
き
る
よ
う
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
の
対
象

者
の
拡
大
。
建
設
後
三
十
九
年
が
経
過
し

た
綾
瀬
中
学
校
の
建
替
え
や
小
・
中
学
校

等
の
耐
震
補
強
工
事
な
ど
教
育
文
化
施
設

の
整
備
。
地
域
活
性
化
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
設
置
の
促
進
を
図
る
た
め
活
性
化
構
想

に
お
け
る
広
域
的
な
調
査
及
び
検
討
。
さ

ら
に
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
た
め
、
市

民
課
総
合
窓
口
と
南
北
連
絡
所
、
納
税
課

窓
口
の
土
日
開
庁
な
ど
が
計
画
さ
れ
て
い

ま
す
。（
関
連
記
事
を
二
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

　
本
定
例
会
に
提
出
さ
れ
た
条
例
の
う
ち
、

綾
瀬
き
ら
め
き
市
民
活
動
推
進
条
例
は
、

市
民
、
事
業
者
、
市
が
協
働
し
魅
力
と
活

力
に
あ
ふ
れ
る
地
域
社
会
の
実
現
を
目
的

に
市
民
活
動
の
推
進
に
関
す
る
基
本
理
念

と
施
策
の
基
本
事
項
を
定
め
る
も
の
、
印

鑑
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
は
、
人

権
及
び
個
人
情
報
の
保
護
の
観
点
か
ら
、

性
別
記
載
事
項
の
必
要
性
の
見
直
し
に
伴

い
、
印
鑑
登
録
原
票
か
ら
性
別
の
項
目
を

削
除
す
る
も
の
で
す
。

　
ま
た
、
補
正
予
算
は
、
一
般
会
計
と
三

特
別
会
計
予
算
を
総
額
で
七
千
二
百
四
十

六
万
円
余
を
減
額
す
る
も
の
で
す
。
こ
れ

は
、
一
般
会
計
か
ら
深
谷
中
央
特
定
土
地

区
画
整
理
事
業
特
別
会
計
へ
の
繰
出
金
の

減
な
ど
が
主
な
要
因
で
す
。
こ
の
ほ
か
、

道
路
議
案
で
は
、
寺
尾
南
二
丁
目
内
な
ど

の
開
発
行
為
に
よ
り
帰
属
さ
れ
た
道
路
の

認
定
四
件
を
可
決
し
ま
し
た
。

　
最
終
日
に
は
、
二
議
案
が
追
加
提
案
さ

れ
、
監
査
委
員
の
選
任
に
つ
い
て
は
増
田

昭
八
氏
（
深
谷
）、
固
定
資
産
評
価
審
査

委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て
は
川
口
賢

一
氏
（
深
谷
）
を
そ
れ
ぞ
れ
再
任
す
る
こ

と
に
全
会
一
致
で
同
意
し
ま
し
た
。

　
議
員
提
出
議
案
で
は
、
意
見
書
七
件
を

可
決
し
、
国
な
ど
の
関
係
機
関
に
提
出
し

ま
し
た
（
意
見
書
は
六
・
七
ペ
ー
ジ
に
掲

載
）。

　
三
月
定
例
会
が
、
三
月
二
日
か
ら
二
十
二
日
ま
で
の
二
十
一
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。
こ
の
定
例

会
で
は
、
平
成
十
五
年
度
四
会
計
補
正
予
算
、
平
成
十
六
年
度
六
会
計
予
算
、
綾
瀬
き
ら
め
き
市
民
活
動
推

進
条
例
の
制
定
、
手
数
料
条
例
な
ど
の
一
部
改
正
、
市
道
路
線
の
認
定
の
ほ
か
監
査
委
員
及
び
固
定
資
産
評

価
審
査
委
員
会
委
員
の
選
任
な
ど
市
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
二
十
六
議
案
を
審
議
し
、
そ
れ
ぞ
れ
可
決
、
同
意
。

議
員
提
出
議
案
で
は
、
意
見
書
七
件
を
可
決
し
ま
し
た
。
（
審
議
結
果
は
八
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）
陳
情
は
七
件

を
趣
旨
了
承
、
一
件
を
趣
旨
不
了
承
、
一
件
を
継
続
審
査
と
決
し
ま
し
た
。

6
会
計
予
算
総
額
4
1
9
億
7
千
万
円
に

４月５日、市内の全小学校で入学式が行われました。ここ土棚小学校では、在校生の歌やお祝いの
言葉に迎えられ、６１人のかわいい１年生が誕生しました

市
民
課
総
合
窓
口
な
ど
を
土
日
開
庁
に

市
民
と
行
政
の
協
働
の

ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す

　
― 

施
政
方
針 

―

綾
瀬
き
ら
め
き
市
民
活
動

推
進
条
例
を
制
定
　
　

監
査
委
員
及
び
固
定
資
産
評
価

審
査
委
員
会
委
員
を
選
任
　


